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〈要旨〉 
1. 問題の所在 
	
 政府が閣議決定した「高齢社会対策大綱」で

は、我が国の現状を世界のどの国もこれまで経

験したことのない超高齢社会を迎えていると分

析している。そして人生 90 年時代を前提とし
て、高齢者がレクリエーション等で充実した時

間を過ごせる条件を整備することを提示してい

る。超高齢社会を迎えて高齢者が余暇活動など

を通して充実した生活を送ることができる社会

の仕組みの実現が求められている。 
	
 このような高齢化社会を迎えて、高齢者の暮

らす環境の変化について考えることは重要であ

る。高齢者の暮らす場所の変化について見ると、

65 歳以上の高齢者のいる世帯の構成員数が縮
小し、高齢単身者や高齢夫婦が急増しているこ

とがわかる。このことは、世帯内での介護の担

い手の確保が困難になるという課題を生む。自

宅での介護が困難となった高齢者の受け入れ先

として選択肢の一つにあがるのが、民間の運営

する有料老人ホームなどの高齢者入居施設であ

る。 
	
 高齢者入居施設でのアクティビティ活動は、

入居者同士だけでなく入居者と施設職員との関

係にも良い効果があるとされる。アクティビテ

ィの実施援助者はこのような効果が期待できる

ことを充分に理解したうえで、アクティビティ

活動を行うべきである。 
	
 個々のアクティビティ活動についても目的設

定が必要なことは明らかであるが、アクティビ

ティ活動全体を考えて、入居高齢者にとってな

にが真に必要かを理解して目的を設定すること

が求められる。ところが実際には明確な目的意

識を持たずにアクティビティ活動を行っている

という現状がある。これらのことから、高齢者

入居施設でのアクティビティ活動の目的を明ら

かにする必要性があると考える。	
  
2. 研究の目的と方法 
	
 本研究の目的は、高齢者入居施設でのアクテ

ィビティ活動はどのような目的を持って行うべ

きかを明らかにすることである。 
	
 研究の方法としては、第一にアクティビティ

に関わりながら参加し、参加者の様子と担当す

る職員の関わり方を観る参与観察である。第二

に施設職員など様々な立場の者が高齢者のアク

ティビティについてどう考えているのかを調査

するためのインタビューである。 
3.「K」の概要とアクティビティ活動 
	
 「K」は 2013年に開設された介護付有料老人
ホームである。毎日 1時間をアクティビティ活
動に充てている。内容は日替わりとなっており、

施設職員が実施している。 
4. 参与観察 
	
 「K」でのアクティビティ活動の様子を、参
加者と関わりを持ちながら観察する参与観察を

計 5回行った。プログラムの内容は「カレンダ
ー作り」「風船バレー」「漢字パズル」「塗り絵」

「すいすいオタマジャクシ」であり、参加者の



表情や発話などの言動、場の雰囲気などについ

て記録した。入居者同士や実施援助者、筆者と

の関わりによる変化について特徴の表れている

部分を引用して考察した。 
	
 入居者がアクティビティ活動に参加する中で、

その場にいる他の人達との関わりが増えていく

ことが今回の観察全てで確認できた。アクティ

ビティの作業を行う過程で会話が活発になって

いく様子や、他者に協力する姿勢を見せること、

発声が多くなること、表情が豊かになることな

どから読み取ることができた。 
	
 また、ゲーム性のあるものでは参加者の集中

力も比較的続き、参加者同士や実施援助者との

コミュニケーションも活発になる傾向があるこ

とが分かった。反対に個人の作業が多くなるも

のでは、他の参加者との関わりを積極的に持と

うとする姿勢が減ってしまうことも確認できた。 
5. インタビュー調査 
	
 インタビュー対象者は「K」の職員のうちア
クティビティを担当する職員 3名、それに管理
職職員、営業職職員である。さらに入居者家族、

ボランティアなどで高齢者入居施設でのアクテ

ィビティに参加した経験がある大学生にも行っ

た。アクティビティ参加者との関係性がそれぞ

れ異なる立場から、アクティビティ活動をどう

捉えているのかを探った。 
	
 インタビュー結果からは、高齢者入居施設で

のアクティビティ活動では作品などの結果を残

すことよりも、作業を通じたコミュニケーショ

ンが重要視されていることが分かった。アクテ

ィビティ活動によって、入居者同士の会話が活

発になることなどを成果として考えており、作

品の完成度などはあまり重視されていない。こ

のことは複数の調査対象者がエピソードとして

語っており、アクティビティの進行が予定通り

に行かなくなっても、結果として参加者同士の

コミュニケーションが活発になることを肯定的

に捉えていた。 
	
 6. 研究の成果と今後の課題 

	
 参与観察の結果、次の重要な 2点が明らかと
なった。①アクティビティ活動を通じて、入居

者同士や入居者と施設職員のコミュニケーショ

ンが深まること。②プログラムの内容によって、

参加者のコミュニケーションの取り方が異なる

こと。 
	
 インタビュー調査の結果、次の重要な 2点が
明らかとなった。①高齢者入居施設でのアクテ

ィビティ活動ではコミュニケーションが重要だ

と考えられていること。②アクティビティの内

容そのものではなく、アクティビティ活動の過

程から生まれる効果に期待していること。 
参与観察とインタビュー調査の結果から、有

料老人ホームなどの高齢者入居施設でのアクテ

ィビティ活動では、プログラムの内容そのもの

よりも、活動の過程で生まれるコミュニケーシ

ョンが重要であることが明らかとなった。さら

にプログラムの内容によってコミュニケーショ

ンの取り方に大きな違いがあることや必ずしも

計画通りに進行させなくても良いことが分かっ

た。これらのことから、実施援助者が参加者と

他者との関わりを通したコミュニケーションを

重視した目的意識を持つことが重要であること

が示唆された。 
	
 今後の課題としては「K」が開設して間がな
い施設であったため、他の施設でのアクティビ

ティ活動との比較も必要と考えられたこと。さ

らに、継続的な調査やインタビュー対象の拡大

などが必要であると思われる。 
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